
リード順位 ボルダ順位 総合順位

静岡 2 2 2

愛知 3 3 3

三重

岐阜 1 1 1

静岡 2 2 2

愛知 3 3 3

三重

岐阜 1 1 1

静岡 2 3 3

愛知 3 2 2

三重 1 1 1

岐阜 4 4 4

東海ブロック大会結果

成年女子

少年男子

少年女子

不出場

不出場

６
月
16
日
（
月
）
静
岡
労

政
会
館
で
常
任
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。

出
席
者
、
滝
田
、
塩
沢
、
木

ノ
内
、
出
利
葉
、
前
川
、
豊

田
、
工
藤
、
松
永
、
増
田
、

大
石
、
長
野
、
坂
田
、
諸
戸
、

内
海
、
田
中
、
清
水
、
高
橋
、

内
山
、
計
18
名

●
会
議
に
先
立
ち
木
ノ
内
理

事
長
か
ら
、
通
常
総
会
が

無
事
終
了
し
常
任
理
事
の
方
々

の
協
力
に
お
礼
の
こ
と
ば
が

あ
っ
た
。

●
滝
田
会
長
挨
拶

26
年
度
役
員
改
選
後
初
め

て
の
常
任
理
事
会
、
今
年
度

の
行
事
計
画
等
い
ろ
い
ろ
あ

る
の
で
確
り
決
め
、
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
26
年
度
新
役
員
の
報

告１
報
告
事
項

(1)
各
委
員
会
の
報
告
に
つ
い

て①

日
本
山
岳
協
会

指
導

委
員
会
総
会
の
報
告
。

６
月
７
日
（
土
）
・
８
日

（
日
）
東
京

晴
海

・
登
攀
講
習
会
・
氷
雪
技
術

講
習
会
及
び
主
任
検
定
員
養

成
講
習
会
開
催
の
実
施
報
告

が
あ
っ
た
。

・
SC
指
導
者
養
成
講
習
会
の

主
管
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
す
る
よ

う
話
が
あ
っ
た
。
SC
（
ス
ポ
ー

ツ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
指
導

員
資
格
は
、
29
年
度
か
ら
国

体
監
督
に
必
須
資
格
。
受
講

か
ら
資
格
取
得
か
ら
監
督
ま

で
に
３
年
か
か
る
。

・
指
導
員
規
約
の
改
定
が
一

部
あ
り
。

・
「
安
全
登
山
実
践
講
座
」

（
旧
名

ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー

ダ
ー
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

・
研
修
会
で
は
、
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
ア
ッ
ク
ス
・
ビ
レ
イ

手
順
の
解
説
が
あ
っ
た
。

○
そ
の
他

・
岐
阜
県
委
員
か
ら
、
来
年

か
ら
北
ア
ル
プ
ス
の
計
画
書
、

事
前
提
出
の
義
務
化
。
違
反

者
は
５
万
円
以
下
の
過
料
。

・
個
人
会
員
実
施
県
の
例
、

東
京
都
・
大
坂
府
・
神
奈
川

県
・
福
井
県

（
工
藤
）

②

遭
難
対
策
委
員
会

特
に
な
し

（
堀
内
）

③

海
外
登
山
委
員
会

・
６
月
14
日
～
15
日

日
山

協
国
際
委
員
会
総
会
兼
第
33

回
海
外
遭
難
対
策
研
究
会
が

長
野
県
大
町
市
の
山
岳
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

国
際
山
岳
連
盟
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
（
Ｕ
Ａ
Ａ

Ａ
）
国
際
ス
ポ
ー
ツ
山
岳
連

盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
等
が
議
題

に
な
っ
た
。

11
月
22
日
～
26
日

第
38

回
自
然
保
護
委
員
総
会
と
連

携
し
て
広
島
で
ア
ジ
ア
山
岳

連
盟
（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
創
立
20

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

を
開
催
（
出
利
葉
）

④

国
体
委
員
会

特
に
な
し

（
諸
戸
）

(2)

各
委
員
会
の
計
画

①

海
外
登
山
委
員
会

海

外
登
山
講
習
会
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た

(3)

ｈ
26
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

①

最
終
計
画
の
報
告
が
あ

り
、
Ａ
コ
ー
ス
の
一
部
を
変

更
し
た
。
（
小
田
）

(4)
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

①

岐
阜
県
担
当

7
月
19

日
（
土
）

リ
ー
ド
競
技

富
山
県
南
砺
市

桜
が
池
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
会
場

20
日
（
日
）

ボ
ル
タ
リ
ン

グ
競
技

高
山
市

ハ
イ
マ

ウ
ン
ト
会
場

（
諸
戸
）

(5)

少
年
・
少
女
登
山
教
室

①
８
月
１
日
（
金
）
～
２
日

（
土
）
募
集
人
員
30
名
（
親

子
15
組
）

募
集

静
岡
新
聞
に
掲
載
予

定
。
（
塩
沢
）

(6)

一
般
向
け
登
山
教
室

①
８
月
２
日
（
土
）
～
３
日

（
日
）
鹿
島
槍
ヶ
岳

西
部

中
心
に
募
集
、
定
員
15
名
で

現
在
14
名
。
引
率
者
の
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
（
小
田
）

(7)

平
成
27
年
版
県
岳
連
カ

レ
ン
ダ
ー

①

例
年
通
り
作
成
す
る
。

今
年
は
、
３
０
０
部
と
す
る
。

次
回
（
9/8
）
常
任
理
事
会
に

て
配
布
（
滝
田
）

(8)
個
人
会
員
制
度
の
検
討

①

岳
連
の
団
体
会
員
の
減

少
（
高
齢
化
？
）
に
対
処
す

る
た
め
、
個
人
会
員
制
度
の

の
導
入
を
検
討
。
小
委
員
会

を
設
け
、
検
討
し
た
い
。

（
滝
田
）

(9)
そ
の
他

指
導
員
検
定

希
望
者
７

名
～
１
０
名

ア
ル
パ
イ
ン

今
年
の
冬
山
講
習
会
で
実
施

予
定

（
工
藤
）

(10)
宝
永
９
号
発
行
。

(11)
講
演
会
（
静
岡
市
岳
連
主

催
）
７
月
26
日
「
あ
ざ
れ
あ
」

講
師
望
月
將
悟
氏

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
。
（
松
永
）

（
前
川
）

個
人
会
員
制
度
の
検
討
委

員
会
が
６
月
30
日
労
政
会
館

で
委
員
７
名
（
２
名
欠
席
）

が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

個
人
会
員
制
度
は
、
所
属

団
体
数
の
減
少
か
ら
組
織
の

拡
充
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

山
岳
会
へ
の
入
会
抑
制
に
繋

が
る
懸
念
も
あ
る
が
、
入
会

へ
の
誘
導
も
期
待
で
き
る
。

19
の
都
道
府
県
に
制
度
が
あ

り
、
制
度
化
の
方
向
で
進
め

る
こ
と
に
し
た
。

委
員
会
で
協
議
、
提
案
さ

れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
。遭

難
事
故
の
対
応
は
保
険

に
強
制
加
入
さ
せ
、
山
岳
遭

難
時
に
は
相
談
に
応
じ
る
と

し
た
。

講
習
会
等
の
開
催
を
増
や

す
こ
と
が
会
員
加
入
の
促
進

に
な
る
が
講
師
不
足
。
講
師

に
な
る
指
導
員
等
を
探
す
必

要
が
あ
る
。

事
務
量
増
へ
の
対
応
は
hp

を
活
用
し
、
講
習
会
等
は
各

委
員
会
で
対
応
し
、
登
録
や

会
費
等
は
事
務
局
で
対
応
。

現
在
行
な
っ
て
い
る
講
習

会
を
一
般
向
け
用
の
講
習
会

に
組
立
て
ら
れ
な
い
か
。

所
属
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
指
導
者
を
個

人
会
員
制
度
で
岳
連
組
織
に

組
み
込
む
方
向
で
検
討
す
る
。

常
任
理
事
だ
け
で
な
く
、

指
導
員
の
協
力
を
得
る
必
要

が
あ
る
。

個
人
会
員
制
度
を
導
入
す

る
に
は
規
約
の
改
正
が
必
要

に
な
る
。
今
後
１
年
か
け
て

制
度
設
計
を
し
27
年
度
の
総

会
で
審
議
し
導
入
す
る
。

（
木
ノ
内
）

編
集
後
記

最
近
富
士
山
に
関
す
る
話

題
が
多
い
。
遭
難
防
止
対
策

か
ら
登
山
届
の
条
例
化
、
救

助
費
用
の
個
人
負
担
の
条
例

化
、
夏
山
以
外
の
安
全
登
山

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
入
山
料

の
問
題
な
ど
世
界
文
化
遺
産

の
登
録
を
受
け
登
山
者
増
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
遭
難

防
止
や
環
境
保
全
の
観
点
か

ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
関
し
て
は
登
山
者
や
一

般
市
民
が
納
得
で
き
る
内
容

で
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

望
む
。

富
士
宮
西
高
の
女
子
チ
ー

ム
が
全
国
総
体
で
優
勝
し
た
。

マ
イ
ナ
ー
な
競
技
で
報
道

も
小
さ
め
だ
が
全
国
制
覇
は

実
に
素
晴
ら
し
い
快
挙
だ
。

岳
連
に
と
っ
て
も
誇
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
。

西
高
女
子
チ
ー
ム
の
み
な

さ
ん
お
め
で
と
う
、
そ
し
て

あ
り
が
と
う
。

(TK)

第
35
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
山
岳
競
技
（
岐
阜
県
岳
連

主
管
）
が
７
月
19
日
〜
20
日
、

リ
ー
ド
競
技
は
、
施
設
の
関

係
で
富
山
県
の
桜
ヶ
池
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
H12
年

の
富
山
国
体
の
実
施
会
場
）
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
は
高
山

市
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
の

ハ
イ
マ
ウ
ン
ト
で
実
施
さ
れ

た
。
成
年
女
子
・
少
年
男
子
・

少
年
女
子
の
３
チ
ー
ム
が
参

加
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
１
・
２
・

１
枠
の
代
表
枠
を
目
指
し
て

熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

１
日
目
の
リ
ー
ド
は
、
正

面
の
可
動
壁
を
使
い
、
６
分

間
の
競
技
時
間
で
行
わ
れ
た
。

少
年
男
子
は
、
推
定
12
ｄ
～

13
ａ
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
下
部

を
10
ｍ
ほ
ど
こ
な
し
た
後
、

傾
斜
の
強
い
５
ｍ
の
部
分
に

入
っ
て
い
く
部
分
が
核
心
。

静
岡
は
、
吉
田
が
よ
ど
み
な

く
高
度
を
の
ば
し
完
登
。
伊

藤
は
終
了
点
の
４
手
ほ
ど
手

前
で
フ
ォ
ー
ル
し
た
。
次
に

登
場
し
た
岐
阜
県
が
両
選
手

と
も
完
登
し
た
た
め
、
２
位
。

少
年
女
子
は
推
定
12
ｃ
ｄ
で

傾
斜
の
無
い
下
部
で
は
所
々

で
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
ム
ー
ブ

が
登
場
す
る
が
、
ル
ー
ト
の

核
心
は
上
部
の
５
ｍ
で
、
静

岡
の
北
脇
は
傾
斜
の
強
い
部

分
に
入
り
数
手
で
、
中
村
は

終
了
点
手
前
５
手
で
フ
ォ
ー

ル
。
し
か
し
、
昨
年
度
本
国

体
優
勝
チ
ー
ム
の
三
重
は
両

者
と
も
余
裕
を
持
っ
て
完
登

し
た
た
め
、
２
位
。
成
年
女

子
の
ル
ー
ト
は
、
少
年
女
子

よ
り
５
度
傾
斜
を
落
と
し
た

同
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
、
渡
邊

は
終
了
点
４
手
前
で
惜
し
く

も
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
望
月
は
、

そ
の
１
手
前
ま
で
。
個
人
順

位
点
で
は
岐
阜
と
並
ん
だ
が
、

岐
阜
に
完
登
者
が
出
た
た
め
、

２
位
。

２
日
目
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

競
技
は
、
４
課
題
を
２
課
題

ず
つ
チ
ー
ム
戦
で
、
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
方
式
で
行
な
っ

た
。
（
国
体
方
式
で
、
２
課

題
２
人
で
の
ト
ラ
イ
→
休
み

→
別
２
課
題
２
人
で
の
ト
ラ

イ
で
、
チ
ー
ム
で
の
成
績
を

競
い
、
最
高
の
成
績
は
８
課

題
８
ト
ラ
イ
で
完
登
す
る
こ

と
）少

年
男
子
の
設
定
は
厳
し

く
、
静
岡
の
吉
田
・
伊
藤
と

も
第
１
課
題
は
完
登
し
た
も

の
の
、
残
り
の
課
題
で
は
完

登
は
出
き
ず
、
昨
年
本
国
体

で
上
位
入
賞
の
岐
阜
県
の
ペ

ア
は
５
完
登
と
伸
ば
し
た
た

め
、
２
位
。

少
年
女
子
は
、

中
村
の
２
完
登
に
と
ど
ま
り
、

三
重
の
８
完
登
、
愛
知
の
５

完
登
に
水
を
あ
け
ら
れ
３
位
。

成
年
女
子
は
、
望
月
の
３

完
登
目
目
前
で
タ
イ
ム
ア
ウ

ト
が
あ
り
、
岐
阜
に
一
歩
及

ば
ず
総
合
２
位
と
な
り
、
国

体
出
場
を
逃
し
た
が
、
来
年

に
向
け
て
期
待
を
持
て
る
成

績
で
あ
っ
た
。

２
位
で
本
国
体
出
場
を
手

に
し
た
少
年
男
子
に
は
、
本

国
体
で
の
入
賞
を
期
待
し
た

い
。
た
だ
、
少
年
男
子
の
こ

の
学
年
が
卒
業
す
る
来
年
度

は
、
非
常
に
苦
し
い
戦
い
と

な
る
。
改
め
て
次
の
世
代
の

育
成
が
急
務
と
な
る
。
成
年

女
子
は
来
年
度
、
代
表
が
２

枠
に
な
る
。
静
岡
国
体
以
降

出
場
の
な
い
代
表
枠
を
獲
得

し
活
躍
し
て
欲
し
い
。

（
諸
戸
）

（１） 第１０号 宝 永 平成２６年９月８日（月） （４） 第１０号 宝 永 平成２６年９月８日（月）
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東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
第
２
位

６
月
常
任
理
事
会

個
人
会
員
制
度

検
討
委
員
会

（
リ
ー
ド
少
男
吉
田
選
手
）

（
ボ
ル
ダ
成
女
渡
辺
選
手
）



山根　翔太 32位 浜松日体高 中村祐香梨 4位 浜松日体高

中西　亮介 47位 浜松学芸高 北脇　順子 16位 浜松日体高

吉田　隣生 6位 浜松日体高 村野　加奈 14位 富士宮西高

伊藤　優輝 11位 浜松日体高

鈴木　正信 12位 浜松日体高

ユースＡ女子ユースＡ男子

ジュニア男子 ジュニア女子

静岡県選手の結果

（３） 第１０号 宝 永 平成２６年９月８日（月） （２）第１０号 宝 永 平成２６年９月８日（月）

全
国
高
校
総
体
登
山
大

会
が
８
月
８
日
～
12
日
に
神

奈
川
県
の
箱
根
山
塊
を
会
場

と
し
て
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
か
ら
は
藤
枝
東
高

校
が
男
子
、
富
士
宮
西
高
校

が
女
子
と
し
て
出
場
し
た
。

生
憎
の
天
候
で
、
初
日
を
除

き
す
べ
て
雨
に
た
た
ら
れ
た
。

特
に
台
風
11
号
の
影
響
を
受

け
、
予
定
さ
れ
た
３
日
間
の

登
山
行
動
の
う
ち
中
日
（
10

日
）
が
中
止
と
な
っ
た
。
残

る
２
日
も
雨
の
中
の
登
山
と

な
り
、
ぬ
か
る
ん
だ
急
な
下

り
で
ス
リ
ッ
プ
が
続
出
し
た
。

あ
る
意
味
、
様
々
な
悪
条
件

を
臨
機
応
変
に
乗
り
切
る
本

当
の
意
味
で
の
登
山
に
対
す

る
総
合
力
が
試
さ
れ
た
と
も

い
え
る
。

そ
の
中
で
、
富
士
宮
西
高

校
女
子
が
100
点
満
点
中

99.4
点

と
い
う
稀
に
見
る
高
得
点
を

あ
げ
、
２
位
に
0.6
点
の
大
差

を
つ
け
３
年
ぶ
り
４
回
目
の

全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

男
子
も
藤
枝
東
が

97.9
点
で
５

位
入
賞
を
果
た
し
た
。
２
位

と
は
わ
ず
か
に
0.4
点
差
で
あ
っ

た
。

《
入
賞
高
》

■
男
子

１
位

長
崎
北
陽

台
（
長
崎
）
２
位

岩
手

（
岩
手
）
３
位

千
葉
東

（
千
葉
）

４
位

広
島
学

院
（
広
島
）
５
位

藤
枝
東

（
静
岡
）
６
位

韮
崎
（
山

梨
）

■
女
子

１
位

富
士
宮
西

（
静
岡
）
２
位

基
町
（
広

島
）

３
位

大
村
（
長
崎
）

４
位

城
ノ
内
（
徳
島
）
５

位

盛
岡
第
一
（
岩
手
）
６

位

宮
城
第
一
（
宮
城
）

（
清
水
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
正
副
会

長
理
事
長
会
議
が
７
月
19
日

岐
阜
岳
連
の
担
当
で
、
飛
騨

市
の
「
季
古
里
」
で
開
催
さ

れ
、
滝
田
会
長
、
木
ノ
内
理

事
長
が
出
席
し
た
。
10
名
の

出
席
者
が
各
県
の
取
組
状
況
、

今
年
度
の
事
業
計
画
と
課
題

な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

岐
阜
岳
連
か
ら
は
、
岐
阜

県
側
の
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山

者
に
登
山
届
の
提
出
を
義
務

づ
け
る
罰
則
つ
き
の
条
例
案

が
、
岐
阜
県
議
会
で
可
決
さ

れ
、
今
年
12
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告

が
あ
っ
た
。
登
山
届
を
義
務

化
す
る
条
例
は
、
富
山
県
と

群
馬
県
に
続
き
３
例
目
と
な

る
。背

景
に
は
岐
阜
県
内
で
昨

年
の
遭
難
件
数
が
過
去
最
多

と
な
る
93
件
１
１
４
人
。
う

ち
６
割
近
く
が
北
ア
ル
プ
ス

で
占
め
、
遭
難
防
止
を
図
る

た
め
条
例
の
制
定
に
い
た
っ

た
。今

年
か
ら
個
人
会
員
制
度

を
発
足
さ
せ
た
。
所
属
団
体

数
の
減
少
か
ら
組
織
の
拡
充

を
図
る
た
め
今
年
の
総
会
で

承
認
さ
れ
た
と
い
う
。
基
本

的
に
は
地
元
の
山
岳
会
に
入

る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
が
難
し

い
場
合
は
個
人
会
員
に
登
録

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

愛
知
岳
連
か
ら
は
従
来
の

一
般
向
け
登
山
教
室
は
有
名

な
山
に
登
る
の
が
目
的
で
あ
っ

た
が
最
近
は
近
く
の
低
山
で
、

地
図
の
見
方
、
歩
き
方
な
ど

の
登
山
技
術
を
教
え
て
い
く

形
態
に
変
え
た
。
確
保
訓
練

や
読
図
講
習
会
は
近
く
の
公

園
で
実
施
し
て
い
る
。
個
人

会
員
制
に
つ
い
て
は
検
討
の

方
向
で
進
ん
で
い
る
。

三
重
岳
連
か
ら
は
４
回
目

と
な
る
山
登
り
ベ
ー
シ
ッ
ク

塾
は
年
６
回
２
会
場
で
実
施

し
た
が
津
会
場
は
定
員
50
名

に
対
し
応
募
が
多
く
100
名
に

広
げ
た
が
ま
だ
足
り
な
か
っ

た
。
広
報
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
の
報
道
機
関
に
依
頼

し
た
。
当
日
は
報
道
関
係
者

が
取
材
に
来
た
。
今
年
は
、

三
重
県
遭
対
協
と
の
共
催
に

し
た
こ
と
に
よ
り
警
察
、
消

防
、
行
政
機
関
の
方
が
参
加

し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
参

加
者
の
増
大
に
繋
が
っ
た
。

個
人
会
員
制
に
つ
い
て
は
、

個
人
会
員
を
引
き
受
け
る

「
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
」
が
連

盟
内
に
あ
り
、
加
入
す
れ
ば

連
盟
の
行
事
に
参
加
で
き
、

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。5

月
連
休
前
に
警
察
、
消

防
と
合
同
で
鈴
鹿
山
系
の
登

山
口
で
安
全
登
山
啓
蒙
の
一

環
と
し
て
登
山
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。

静
岡
岳
連
か
ら
は
、
25
年

度
の
事
業
の
報
告
を
行
い
、

特
に
公
益
事
業
と
し
て
の
少

年
少
女
登
山
教
室
の
富
士
登

山
、
一
般
向
け
の
登
山
教
室

の
白
馬
岳
登
山
に
つ
い
て
の

説
明
を
し
た
。
個
人
会
員
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
来
年
度

実
施
の
方
向
で
委
員
会
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
の
他
、
昨
年

出
さ
れ
た
、
夏
季
以
外
の
富

士
登
山
に
お
け
る
安
全
確
保

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
計
画
書
の
提
出
、
携

帯
ト
イ
レ
の
持
参
等
の
課
題

を
提
起
し
た
。
富
士
山
に
お

け
る
登
山
届
の
条
例
化
、
救

助
費
用
の
自
己
負
担
の
条
例

化
な
ど
、
地
元
か
ら
の
要
望

が
あ
る
と
情
報
提
供
し
た
。

（
木
ノ
内
）

指
導
委
員
会
で
は
、

昨
年
に
続
い
て
、
第
2

回
登
山
教
室
を
実
施
し

た
。
内
容
は
、
昨
年
同

様
、
1
回
の
練
習
登
山

と
2
回
4
時
間
の
座
学

を
セ
ッ
ト
に
し
て
募
集

す
る
も
の
で
、
メ
イ
ン

の
山
行
を
今
年
は
、
爺
ヶ

岳
～
鹿
島
槍
ヶ
岳
の
縦

走
と
し
た
。
練
習
登
山

は
、
昨
年
と
同
じ
、
安
倍
奥

山
伏
岳
で
あ
る
。

昨
年
は
広
報
に
苦
労
し
、

わ
ず
か
8
名
の
応
募
し
か
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
反
省

に
立
ち
、
自
治
体
広
報
紙
に

掲
載
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

幸
い
、
13
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
募
集
人
数
は
15
名
だ
っ

た
が
、
実
際
に
行
っ
て
見
る

と
、
安
全
面
そ
の
他
か
ら
、

こ
れ
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い

い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
い
う
印

象
で
あ
っ
た
。

1
回
目
の
山
伏
岳
は
西
日

影
沢
コ
ー
ス
か
ら
往
復
し
た
。

山
中
で
は
読
図
の
実
習
を
行
っ

た
。
今
年
の
参
加
者
は
、
全

員
が
県
西
部
地
区
の
方
々
だ
っ

た
せ
い
か
、
山
伏
も
皆
初
め

て
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
山

は
そ
れ
な
り
に
経
験
し
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
が
、
き
ち

ん
と
し
た
読
図
は
や
は
り
余

り
経
験
が
な
い
よ
う
で
あ
っ

た
。
西
日
影
沢
沿
い
の
ル
ー

ト
で
、
周
囲
の
地
形
と
地
形

図
と
を
照
合
す
る
作
業
を
み
っ

ち
り
と
行
っ
た
。

鹿
島
槍
ヶ
岳
は
天
候
も
よ

く
、
白
馬
岳
か
ら
、
剱
岳
、

槍
ヶ
岳
・
穂
高
岳
ま
で
広
が

る
大
展
望
と
咲
き
乱
れ
る
花
々

に
、
皆
さ
ん
大
感
動
で
あ
っ

た
。座

学
は
、
「
夏
山
の
基
本

装
備
と
使
い
方
」
「
読
図
の

基
本
を
知
る
」
「
夏
山
の
気

象
」
「
歩
行
技
術
と
安
全
対

策
」
と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ

で
行
っ
た
。

座
学
と
実
習
登
山
、
ど
ち

ら
も
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
大

変
意
欲
的
で
、
楽
し
く
充
実

し
た
教
室
と
な
っ
た
。
続
け

て
中
級
コ
ー
ス
を
企
画
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
も
、
何
人

か
か
ら
い
た
だ
い
た
。

広
報
は
、
や
は
り
今
後
も

課
題
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
方

法
を
、
今
後
も
模
索
し
て
み

た
い
。

（
小
田
）

第
17
回
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大
会

が
８
月
２
日
か
ら
４
日
に
か

け
富
山
県
南
砺
市
桜
ヶ
池
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
大
会
会
場
は
大

自
然
に
囲
ま
れ
、
空
気
の
澄

ん
だ
所
で
あ
る
。
幸
い
今
年

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
３
日

間
と
も
晴
れ
の
日
が
続
い
た
。

こ
の
場
所
で
、
全
国
か
ら
選

抜
さ
れ
た
選
手
た
ち
が
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
る
の
で
あ

る
。今

年
度
、
静
岡
県
勢
と
し

て
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、
吉
田

隣
生
（
浜
松
日
体
）
、
伊
藤

優
輝
（
浜
松
日
体
）
、
鈴
木

正
信
（
浜
松
日
体
）
、
男
子

ユ
ー
ス
Ａ
の
部
、
中
西
亮
介

（
浜
松
学
芸
）
、
山
根
翔
太

（
浜
松
日
体
）
、
女
子
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
、
村
野
加
奈
（
富

士
宮
西
）
、
女
子
ユ
ー
ス
Ａ

の
部
、
北
脇
順
子
（
浜
松
日

体
）
、
中
村
祐
香
梨
（
浜
松

日
体
）
の
計
８
名
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
歴
の
長
い

者
か
ら
短
い
者
ま
で
選
手
の

層
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

皆
一
様
に
緊
張
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
た
。
予
選
は

２
日
と
３
日
に
１
本
ず
つ
フ

ラ
ッ
シ
ン
グ
方
式
で
行
わ
れ
、

選
手
た
ち
は
他
選
手
の
登
り

を
見
て
、
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
十
分
に
行
っ
て
か
ら
本

番
に
挑
む
。
予
選
２
本
の
成

績
で
決
勝
進
出
者
が
決
ま
る

た
め
、
結
果
が
出
る
ま
で
の

時
間
は
、
選
手
を
含
め
そ
の

場
に
い
る
全
員
に
と
っ
て
長

く
感
じ
る
も
の
だ
。
そ
の
結

果
で
選
手
た
ち
は
一
喜
一
憂

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ

た
経
験
を
す
る
こ
と
も
大
会

に
出
場
す
る
醍
醐
味
で
あ
ろ

う
。今

年
度
は
静
岡
県
勢
の
中

か
ら
、
決
勝
進
出
を
果
た
し

た
の
は
吉
田
と
中
村
の
２
名

で
あ
っ
た
。
決
勝
は
オ
ン
サ

イ
ト
方
式
で
行
わ
れ
る
。
選

手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

観
客
席
か
ら
声
援
を
送
る
仲

間
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
吉
田
、
中
村
両
選
手
と

も
自
身
の
力
を
信
じ
て
臨
ん

だ
決
勝
戦
。
吉
田
は
６
位
、

中
村
は
４
位
と
い
う
成
績
で

幕
を
閉
じ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
成
果
が

存
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
惜
し
く
も

予
選
で
敗
退
し
た
選
手
た
ち

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に

中
村
は
予
選
の
順
位
か
ら
大

き
く
飛
躍
し
た
結
果
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
「
ガ
ン
バ
」

の
声
援
と
自
分
の
力
を
信
じ

て
戦
っ
た
一
夏
の
大
会
も
無

事
に
終
わ
っ
た
。
来
年
は
ど

の
よ
う
な
戦
い
に
な
る
の
か
、

今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

（
森
彩
加
）

大
展
望
と
高
山
植
物
に
大
感
動

鹿島槍ヶ岳に登頂

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

中
村
４
位
ユ
ー
ス
Ａ
女
子

全
国
高
校
総
体

リード

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

正
副
会
長
理
事
長
会
議

女子

南
ア
ル
プ
ス
の
夏
山
相
談

所
が
、
７
月
12
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
の
51
日
間
、

畑
薙
臨
時
駐
車
場
で
開
設

さ
れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
県
岳
連
か
ら
指

導
員
を
派
遣
し
井
川
山
岳

会
の
会
員
と
静
岡
市
岳
連

の
会
員
と
共
に
、
登
山
者

の
相
談
、
指
導
及
び
天
候

の
状
態
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
い
、
安
全
登
山
の
一

翼
を
担
っ
た
。

今
年
の
夏
山
は
、
台
風

で
、
東
俣
林
道
へ
の
崩
落

が
あ
り
、
椹
島
や
二
軒
小

屋
へ
の
輸
送
が
一
日
半
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
天

候
不
順
が
続
い
た
こ
と
な

ど
で
、
昨
年
過
去
最
高
の

登
下
山
者
数
で
あ
っ
た
の

が
今
年
は
大
幅
に
下
回
っ

た
。事

故
は
、
聖
岳
の
登
山

口
の
上
部
で
行
方
不
明
者

が
あ
り
、
茶
臼
岳
や
聖
岳

で
転
倒
す
る
な
ど
中
高
年

登
山
者
の
事
故
が
多
か
っ

た
。

（
滝
田
）

南
ア
夏
山
相
談
所
開
設

畑
薙
臨
時
駐
車
場


